
ら 
※
こ
こ
に
記
載
の
他
、
多
数
の
新
刊
図
書
が

入
っ
て
い
ま
す
。 

 令和５年度がスタートして早や三ヶ月が経ちました。日々、勤勉な日本人にとって、

ゴールデンウィーク・お盆・お正月といった休暇は、誰もが楽しみにしているのではな

いでしょうか。お盆やお正月は何かとお忙しい方が多いことと思いますが、時間に余裕

のある方は家でのんびり過ごすのも良し、何処かふらっと違った環境に自分を置いてみ

るのも良いのではないでしょうか。 

 さて、５月８日に新型コロナウイルス感染症の位置付けが、季節性インフルエンザと

同じ５類に移行されました。それに伴い、観光地は大変な人出で、コロナ以前にも増す

賑わいでした。その様子はメディアを通じて見ることができ、その中で「長良川の鵜飼」

を取り上げたニュースに目が留まりました。 

 長良川は、岐阜県郡上市の大日ヶ岳が源の１級河川で、その下流で揖斐川と合流し、

木曽川となっています。日本の三大清流と呼ばれており、名水百選にも選定されていま

す。映像では、漆黒の闇の中、赤々と燃えるかがり火の中、鵜匠と鵜が一体となって漁

を繰り広げられており、現在を忘れさせる千古の昔にタイムスリップしたような気分で

した。かの俳人松尾芭蕉は、「おもしろうてやがて悲しき鵜匠かな」という名句を残し、

名優チャールズ・チャップリンは、「ワンダフル」と絶賛したと言われています。 

この映像から、やっとやっとという想いが伝わり、このような幽玄な世界を鑑賞でき、

また、自由に観光できることをどれほど待ちこがれていたでしょうか。 

 新型コロナウイルスとの共存がスタートしたばかりですが、３年あまりの間に疲弊し

た私達の暮らしをこれから取り戻していきたいものです。 

 未来に向かって自問自答する中、結局は「体が資本」という結論に達するように思わ

れます。これからも健康を維持するため、自分に合った運動をし、食事や睡眠にも十分

気をつけていきたいものです。 

 由良町中央公民館・白崎会館・衣奈会館では、文化サークル・運動サークルなど様々

な活動をしています。是非ともお気軽にご参加ください。 

なお、裏面記載のサークル以外で同じ趣味を持つ方々が、自主的に活動 

しているサークルも数多くありますので、詳しいことは、由良町中央公民館 

にお問い合わせください。 
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由良町公民館だより 
 2023 夏号 
令和 5 年 7 月 1 日 

 
中
央
公
民
館 

 
 

 
 

 
 

・
や
せ
て
は
い
け
な
い
！ 

（
和
田 

秀
樹
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
月
と
散
文 

 
 

  
 

 

（
又
吉 

直
樹
） 

・
何
歳
か
ら
で
も
結
果
が
出
る 

本
当
の
勉
強
法 
（
望
月 

俊
孝
） 

・
焼
け
野
の
雉 

 
 

 
 

（
梶 
よ
う
子
） 

・
音
楽
は
自
由
に
す
る 

 

（
坂
本 
龍
一
） 

・
栗
山
ノ
ー
ト 

  
 

   

（
栗
山 

英
樹
） 

・
赤
い
月
の
香
り 

 
  

 

（
千
早 

茜
） 

・
夢
と
金 

 
 

 
 

  
 

（
西
野 

亮
廣
） 

・
子
ど
も
の
一
生
を
決
め
る
「
心
」
の
育
て
方 

（
山
下 

エ
ミ
リ
） 

・
街
と
そ
の
不
確
か
な
壁 

（
村
上 

春
樹
） 

・
オ
ー
ル
・
ノ
ッ
ト 

 
 

（
柚
木 

麻
子
） 

・
60

％ 
 

 
 

 
 

 

（
柴
田 

祐
紀
） 

・
魔
女
の
原
罪 

 
 

 
 

（
五
十
嵐 

律
人
） 

・
最
後
の
祈
り 

 
 

 
 

（
薬
丸 

岳
） 

・
成
功
し
た
い
な
ら
相
手
を
笑
わ
せ
な
さ
い 

（
ヤ
セ
騎
士
） 

児
童
書 

「
へ
ん
が
お
た
い
そ
う
」 

「
肉
ま
ん
先
生 

～
い
つ
も
心
は
ホ
カ
ホ
カ
～
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

・由良町 （日高郡由良町網代 248－12       ☎65-2418） 
・衣 奈 会 館   （日高郡由良町衣奈 765－7      ☎66-0921） 
・白 崎 会 館   （日高郡由良町吹井 910－2            ☎65-3510） 
 

 

衣
奈
会
館 

・
君
の
ク
イ
ズ 

 
 

（
小
川 

哲
） 

・
や
さ
し
い
心
を
育
て
る
お
は
な
し 

 
 

（
大
宮 

と
き
子
） 

・
ラ
ブ
カ
は
静
か
に
弓
を
打
つ 

（
安
壇 

美
緒
） 

・
５
分
後
に
幸
せ
な
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド 

 
 

（
エ
ブ
リ
ス
タ
） 

・
宙
ご
は
ん 

 
 

 

（
町
田 

そ
の
こ
） 

・
エ
ー
ル
は
消
え
な
い
（
志
村 

季
世
恵
） 

 

・
花
だ
い
こ
ん 

 
 

（
山
本 

一
力
） 

・
悪
口
と
幸
せ 

 

（
姫
野 

カ
オ
ル
コ
） 

・
白
ゆ
き
紅
ば
ら 

 

（
寺
地 

は
る
な
） 

・
魔
女
と
過
ご
し
た
七
日
間 

（
東
野 

圭
吾
） 

・
ギ
フ
ト
ラ
イ
フ 

 

（
古
川 

真
人
） 

・
残
陽
の
廓 

 
 

（
あ
さ
の 

あ
つ
こ
） 

・
キ
ツ
ネ
狩
り 

 
 

（
寺
嶌 

曜
） 

 

児
童
書 

「
へ
ん
な
や
つ
」 

   
白
崎
会
館 

・
と
り
ど
り
み
ど
り 

 

（
西
條 

奈
加
） 

・
は
る
か
、
ブ
レ
ー
メ
ン 

（
重
松 

清
） 

・
お
や
ご
こ
ろ 

 
 

 
 

（
畠
中 

恵
） 

・
お
ー
い
、
村
長
さ
ん （

浅
野 

ト
シ
ユ
キ
） 

・
サ
ク
ラ
の
守
る
街 

 

（
朝
倉 

宏
景
） 

 

・
「
死
ね
、
ク
ソ
バ
バ
ア
！
」
と
言
っ
た 

息
子
が
55

歳
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま 

し
た 

 
 

 
 

 
 

（
保
坂 

祐
希
） 

  

児
童
書 

「
日
本
史
探
偵
コ
ナ
ン
・
シ
ー
ズ
ン
２
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
全
６
巻
） 

「
で
ん
で
ん
で
ん
し
ゃ
」 

「
ち
い
か
わ
え
ほ
ん 

サ
ク
モ
グ
ご
く
ん
」 

「
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
の
な
つ
や
す
み
」 

「
東
京
卍
リ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
６
～
10

巻
） 

  

Let’s  begin～始めましょう～ 



【 
７ 

月 

～ 

９ 

月
の
行
事
予
定
】 

由
良
町
中
央
公
民
館 

 

✱
山
野
草
展
示
会  

 
 

 

７ 
月 
１ 

日
（
土
） 

２ 
日
（
日
） 

 ✱
ふ
れ
あ
い
映
画
会 

 
 

 

８ 

月 

５ 

日
（
土
） 

 

✱
夏
休
み
子
ど
も
講
座  

 
 

 
 

詳
細
は
、
下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

           

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 

  

  【
短
歌
】 

 

母
の
齢
を
と
ほ
に
過
ぎ
き
て
母
想
ふ
庭
木
々
の
間
夕
茜
色  

  
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
本
松 

せ
つ
子 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

ぎ
こ
ち
な
く
鳴
き
始
め
た
る
う
ぐ
い
す
の
今
朝
の
寒
さ
に
鳴
く
を
た
め
ら
ふ 

 
 

大
西 

克
恵 

 
 

 
 
 
 

孫
が
来
る
と
言
へ
ば
笑
顔
に
な
る
夫
の
孫
の
パ
ワ
ー
は
何
よ
り
強
し         

  

坂
田 

ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 
 
    

 
 

押
し
車
頼
り
に
日
々
を
歩
き
つ
つ
つ
く
づ
く
思
ふ
我
が
よ
は
ひ
か
な 

 
 

 
 

  

中
家 

か
よ
子 

 

 
 

対
岸
の
黄
の
貯
蔵
槽
海
に
映
え
あ
さ
な
ぎ
の
由
良
港
一
帯
明
る
し 

 
 

 
 

 
  

濱
田 

順
子 

 
 

夕
陽
照
る
さ
ざ
波
に
心
う
ば
は
れ
て
夫
婦
喧
嘩
も
忘
れ
て
ゐ
た
り 

 
 

 
 

 
  

寺
井 

由
美 

 
 

冬
寒
の
椿
の
ご
と
し
赤
き
陽
に
パ
ワ
ー
を
も
ら
ふ
八
十
路
の
わ
れ
は 

 
 

 
 

  

塩
路 

弘
子 

 
 

瓦
礫
よ
り
助
け
出
さ
れ
し
幼
子
に
幸
せ
あ
れ
と
願
ひ
て
や
ま
ぬ 

 
 

 
 

 
 

  

白
樫 

美
智
子 

 
 

今
日
よ
り
は
彼
が
守
り
て
く
る
る
べ
し
ド
レ
ス
の
吾
子
に
ベ
ー
ル
を
被
す 

 
 

  

山
下 

清
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

  

 

孫
・
曾
孫
に
ぎ
は
ふ
今
日
の
空
澄
み
て
程
よ
き
風
に
鯉
は
游
げ
る 

 
 
 
 
 

二
本
松
せ
つ
子 

 
 

 
 

 
 

 

手
も
足
も
痛
み
こ
ら
へ
て
よ
た
よ
た
と
米
寿
の
我
は
令
和
を
生
き
む 

 
 
      

寺
井
冴
子 

 
 

 

参
詣
の
列
の
長
き
に
身
を
正
し
令
和
言
祝
ぎ
柏
手
を
打
つ 

 
 

 
 

 
        

山
下
清
美 

 
 

 

友
と
ゆ
く
龍
神
街
道
さ
は
や
か
に
山
の
緑
が
青
空
に
映
ゆ 

 
 

 
           

岩
崎
郁
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
入
れ
な
し
造
り
上
げ
た
る
樹
の
鳥
は
今
し
も
空
へ
飛
び
ゆ
く
ご
と
し 

 
 

 
 

白
樫
美
智
子 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
元
年
朝
霧
か
か
る
前
山

さ
き
や
ま

を
心
静
か
に
窓
越
し
に
見
る 

 
 

 
           

坂
田
ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

移
り
来
て
終
の
棲
み
家
の
由
良
の
春
一
人
の
夕
餉
の
小
皿
が
一
つ 

 
 

       

大
西
克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
と
ふ
新
元
号
を
迎
え
た
り
連
休
の
日
々
を
子
ら
と
た
の
し
む 

 
 

 
  

 
 
 

中
家
か
よ
子 

 
 

 
 

 
 

つ
つ
じ
咲
く
五
月
の
庭
は
一
番
と
夫
よ
ろ
こ
び
ぬ
ひ
と
日
見
て
を
り 

 
 

 
 

 

細
川
ミ
チ
ヨ 

塩
害
に
強
く
切
ら
れ
し
木
犀
の
生
き
ゆ
く
証
真
紅
に
芽
ぶ
く 

 
 

           

濵
田
順
子 

友
に
貰
ひ
し
す
ず
ら
ん
の
花
一
輪
が
楠
の
根
方
に
今
朝
咲
い
て
を
り 

 
 

  
 
 
 

塩
路
弘
子 

  

 

 

  

 

【
短
歌
】 

 

も
は
や
師
に
逢
ふ
こ
と
な
け
む
白
崎
の
歌
碑
の
め
ぐ
り
を
秋
陽
あ
ま
ね
し 

 
 

二
本
松 

せ
つ
子 

 
 

 
 

 
 

 

朝
風
に
金
木
犀
の
香
の
た
か
く
黄
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
如
く
敷
き
積
む 

 
 

 
 

塩
路 

弘
子 

押
し
車
頼
り
に
野
道
歩
き
き
て
山
に
入
り
ゆ
く
夕
陽
を
拝
む 

 
 

 
 

 
 

 

中
家 

か
よ
子 

 
 

 
 

 

庭
先
の
枯
草
に
縋
る
カ
マ
キ
リ
は
動
か
ざ
る
ま
ま
や
は
き
陽
を
浴
ぶ 

 
 

 
 

濱
田 

順
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
緒
話
耳
と
耳
を
く
っ
つ
け
て
何
も
聞
こ
え
ぬ
孫
の
頬
温
し 

 
 

 
 

 
 

 

坂
田 

ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

晩
秋
の
静
け
き
雨
の
寒
々
と
枯
葉
は
小
枝
と
別
れ
ゆ
く
な
り 

 
 

 
 

 
 

 

大
西 

克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

秋
天
を
見
上
ぐ
る
余
裕
の
出
で
し
日
小
さ
き
プ
リ
ン
を
わ
が
た
め
に
買
ふ 

 
 

山
下 

清
美 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
  

 
 
  

 
 

参
詣
の
列
の
長
き
に
身
を
正
し
令
和
言
祝
ぎ
柏
手
を
打
つ 

 
 

 
 

 
        

山
下
清
美 

 
 

 

友
と
ゆ
く
龍
神
街
道
さ
は
や
か
に
山
の
緑
が
青
空
に
映
ゆ 

 
 

 
           

岩
崎
郁
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

手
入
れ
な
し
造
り
上
げ
た
る
樹
の
鳥
は
今
し
も
空
へ
飛
び
ゆ
く
ご
と
し 

 
 

 
 

白
樫
美
智
子 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
元
年
朝
霧
か
か
る
前
山
を
心
静
か
に
窓
越
し
に
見
る 

 
 

 
           

坂
田
ひ
ろ
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

移
り
来
て
終
の
棲
み
家
の
由
良
の
春
一
人
の
夕
餉
の
小
皿
が
一
つ 

 
 

       

大
西
克
恵 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
と
ふ
新
元
号
を
迎
え
た
り
連
休
の
日
々
を
子
ら
と
た
の
し
む 

 
 

 
  

 
 
 

中
家
か
よ
子 

 
 

 
 

 
 

つ
つ
じ
咲
く
五
月
の
庭
は
一
番
と
夫
よ
ろ
こ
び
ぬ
ひ
と
日
見
て
を
り 

 
 

 
 

 

細
川
ミ
チ
ヨ 

塩
害
に
強
く
切
ら
れ
し
木
犀
の
生
き
ゆ
く
証
真
紅
に
芽
ぶ
く 

 
 

           

濵
田
順
子 

友
に
貰
ひ
し
す
ず
ら
ん
の
花
一
輪
が
楠
の
根
方
に
今
朝
咲
い
て
を
り 

 
 

  
 
 
 

塩
路
弘
子 
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・
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【
報
告
】
由
良
町
中
央
公
民
館 

 

✱
山
野
草
展
示
会  

４ 

月
22

日
（
土
）
、
23

日
（
日
）
に 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

✱
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
展 

 
  

４ 

月
29

日
（
土
）
か
ら  

５ 

月
７
日
（
日
）

ま
で
開
催
し
、
多
く
の
来
館
者
で
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

 
 
 
 
  

 

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

  

由
良
町
中
央
公
民
館 

サ
ー
ク
ル
の
紹
介 

・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

種　目 　 名　称（事業名） 回　　数

アイデアリフォーム友の会 週1回昼、水曜日 

絵手紙教室 月2回昼、第1火曜日・第3土曜日

気功サークル 月2回昼、第1・3木曜日

由良女声合唱団 週1回夜、金曜日

由良詩吟教室 月3回昼、第1・3・4金曜日

由良写真友の会 月1回夜、第1金曜日

ゆうＲＥＣでべその会 月1回夜、第2火曜日

由良手話教室 月2回夜、第2・4金曜日

由良太極拳教室 週1回夜、木曜日

由良ダンスクラブ 週1回夜、水曜日

由良俳句教室 月1回昼、第3木曜日

フラワーデザイン教室 月1回昼、第2水曜日

洋裁教室 週1回昼、水曜日

ヨガサークル・ヨギーニ 月2回夜、第1・3火曜日

スポーツウエルネス吹矢 週2回夜、火・土曜日

サークル

   
 

     
 
 

 

     

 
 
 
 

 

 
 

 
 
 

 

   
 

 

 
 

  
 

  
 

 
 

        
 

 
 

 
 

  
 

 

                

【
俳
句
】 

 
 

老
い
も
若
き
も
麦
秋
の
文
化
展 

 
 

 
 

伊
藤 

秀
一 

 

 
 

瀬
戸
内
の
卯
の
花
く
だ
し
山
動
く 

 
 

 

上
本 

郁
子 

 
  

 

熊
野
路
の
代
田
に
映
る
大
鳥
居 

    
 

 

大
谷 

武
美 

薫
風
が
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
木
曜
日 

 
 

 

片
山 

綾
子 

 
 

母
の
日
や
餃
子
作
り
の
声
と
声 

 
 

 
 

木
本 

タ
ヨ
子 

 
 

雑
貨
屋
の
片
隅
に
あ
る
夏
帽
子 

 
 

 
 

小
谷 

か
お
り 

個
室
め
く
薔
薇
の
明
か
り
に
囲
ま
れ
て 

 

小
山 

ひ
と
み 

 
 

海
水
に
触
れ
し
指
な
め
立
夏
か
な 

 
 

 

坂
田 

妹
子 

 
 

老
い
て
尚
な
つ
か
し
き
名
の
は
こ
べ
か
な  

高
橋 

義
巳 

 
 

 

✱
硬
筆
教
室
（
全
３
回
） 

７ 

月
21

日 

（
金
）
午
前
10

時
～ 

７ 

月
28

日
（
金
）   

〃 

８ 

月
11

日
（
金
）   

〃 

  
      

    

（
１
～
３
年
生
） 

定
員
10

名 

  

 

✱
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り 

７ 

月
26

日
（
水
）
午
後
１
時
～ 

（
１
～
６
年
生
） 

定
員
20

名 

  

 

 
✱
オ
リ
ジ
ナ
ル
の 

ハ
ン
カ
チ
を
染
め
よ
う  

７ 

月
28

日
（
金
）
午
後
１
時
～ 

（
４
～
６
年
生
） 

定
員
15

名 

    

 

躑
蠋
咲
く
も
う
飲
み
終
へ
し
珈
琲
か
な 

 
 

竹
中 

桃
代 

燕
孵
へ
り
雨
の
木
曜
忌
を
修
す 

 
 

 
 
 

田
渕 

佳
根 

 

延
々
と
続
く
砂
浜
五
月
波 

 
 

 
 

  
 

広
瀬 

峰
雄 

白
昼
夢
し
ゃ
べ
ら
ぬ
阿
母
と
豆
の
飯 

   

藤
田 

薫 

 

日
永
と
は
昏
れ
て
忙
し
き
厨
か
な 

 
 

 
 

山
下 

治
子 

 

卯
の
花
や
海
染
め
直
す
凪
の
朝 

 
 

 
  

吉
村 

美
恵
子 

卯
の
花
の
白
に
過
ぎ
ゆ
く
も
の
の
影 

 
 
 

北
岡 

ゆ
み 

 

 

 

✱
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り 

８ 

月 

１ 

日
（
火
）
午
後
１
時
～ 

（
１
～
６
年
生
） 

 
 

 
 

 

定
員
12

名 

  

   

 

    

✱
絵
を
描
こ
う  

 
  

８ 

月 

９ 

日
（
水
）
午
後
１
時
～ 

（
１
～
６
年
生
） 

定
員
15

名 

 

 

   

  
       

    
 

✱
液
体
窒
素
（
‐196

℃
）
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
も
し
ろ
実
験 

８ 

月
18

日
（
金
）
午
後
１
時
～  

（
５
・
６
年
生
） 

定
員
12

名 
 

  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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